
世界市場   次々に「臥龍梅」蔵便り   平成二十

一年長月 

拝啓 急に暑さを感じるようになりました今日この頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

さる 6 月 19 日、徳川家康公のおひざ元、ご当地、静岡市では徳川みらい学会の第 2回総会が開催され、

終了後に興津清見寺で懇談会瓊瑤世界(けいようせかい)の夕べが開催されました。難しい話はともかくと

して、清見寺で一杯ということになると弊社にお呼びがかかり、以前にもご紹介した駐横浜大韓民国総

領事館の朱総領事のご発声で臥龍梅を乾杯して宴が始まりました。お酒の味を気に入っていただけたの

か、皆さん、いい飲みっぷりで、持参した純米大吟醸 24 本がすべて空になりました。その翌週、従業

員は一年に一度のお愉しみ、社内旅行に出かけました。その模様を神谷君から報告いたします。 

「みなさま こんにちは。旅行幹事の神谷です。今年の社内旅

行は広島に行ってきました。なぜ広島なのかというと、オバマ

さんとは関係なく、新幹線で行けてそれほど遠くなく、まだ行

ったことのないところはどこかと考えて広島にしました。日程

は 6 月 24 日、25 日。天気予報ではかなり雨の確立が高かった

です。そんな中、新幹線で一路西へ、途中大雨の中を突っ切っ

ていき、広島に着いたときは曇りでした。初日は市内観光です。 

爆ドームと平和記念資料館で戦争について深く考え、広島城で戦国時代についてちょっと考えました。

天守閣はとてもながめがよかったです。そして夜はホテル近くの居酒屋で広島らしいコースの料理をい

ただきました。魚の刺身や広島菜ののり巻きがとても美味しかったです。あと、ウニホーレンというの

をパンにのせて食べたのですが、微妙でした。(ウニは美味しかったです) 

２日目は宮島へ行きました。鹿とたわむれたり、厳島神社へお参りしたり、もみじまんじゅう作り体験

でまんじゅうをまっ黒に焦がしたりして楽しみました。日本三景なだけあって宮島はとてもいいところ

でした。あなご丼もあっさりしていて美味しかったです。こんなんで一泊２日、有名なところだけ観光

した感じですが、広島は初めてだったこともあり とても楽しく旅行できました。では。」 

その翌週、6/29 から 7/4 まで伊勢丹新宿店の 7F 催事場で ISETAN  SAKE 

マルシェ - 純米大吟醸 – というイベントが開催されました。全国 100 社

以上の蔵から純米大吟醸を集め、蔵の人間が売り場に立って試飲販売する

試みです。通常の販売プロモーションでしたらマネキンさんにお任せする

ところですが、合間に催されるトークショーにもお呼びがかかりましたの

で、6/30 の１日だけお手伝いに出かけました。 

トークショーなど未経験のことで初めはちょっと不安でしたが、以前自宅

にお招きして一献傾けたこともある吉田類さんと一緒の出演ということで

ほっとしました。臥龍梅を愉しむ会にも何度もお越しいただいた吉田さん

と旧交を温めることができて何よりでした。 

 

さて、今月は、純米吟醸 涼風夏酒と 純米酒 を 土用の丑の日にウナギの蒲焼と合わせ

てお召し上がりいただく企画をプッシュしてまいります。乞う、ご期待！ 

暑さの折から、くれぐれもおからだをお大事に。                敬具 
平成 28年 7月吉日                           鈴木 克昌 
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